
地域と学校の連携地域と学校の連携地域と学校の連携地域と学校の連携

活動事例活動事例活動事例活動事例

地 域 と 学 校 の 連 携 ・ 協 働 を 推 進 し て い る 小 学 校 （ ３ 校 ）の

取 組 状 況 に つ い て ， 聞 き 取 り を 行 い ， ま と め た も の で す 。

連 携 ・協 働 の 立 ち 上 げ 期 の 学 校 か ら 成 熟 期 の 学 校 ま で を モ

デ ル ケ ー ス と し て 取 り 上 げ て お り ま す 。

今 後 の 会 議「 地 域 と 学 校 の 連 携 」の 参 考 資 料 と し て ご 一 読

く だ さ い 。



・地 域 の方 による図 書 館 の毎 朝 開 放

・大 学 生 の協 力 による朝 の英 語 授 業

・防 災 公 園 を利 用 した農 業 体 験 等

・「社 会 に開 かれた教 育 課 程 」の推 進 や地 域 とつながりを持 つことで，

子 供 達 に様 々な学 びを広 げることが目 的

・校 長 が率 先 して，学 校 評 議 員 を招 き，

給 食 を囲 んで，地 域 の情 報 収 集 から始 め

る。

・保 護 者 や地 域 住 民 と身 近 な教 育 課 題 に

ついて，「教 育 ミニ集 会 」を企 画 。

・多 くの人 に参 加 してもらうため，コンビ

ニやスーパー，町 会 の回 覧 等 にチラシを貼

り，多 くの参 加 者 を集 める。

・ミニ集 会 では，児 童 の読 書 の少 なさをテ

ーマに意 見 交 換 を行 い，地 域 住 民 の提 案

による図 書 館 の朝 開 放図 書 館 の朝 開 放図 書 館 の朝 開 放図 書 館 の朝 開 放 につながる。

・その他 ，市 を通 じて，大 学 のボランティ

ア参 加 希 望 を受 け，大 学 生 による朝 の英大 学 生 による朝 の英大 学 生 による朝 の英大 学 生 による朝 の英

語 授 業語 授 業語 授 業語 授 業 や地 域 にある資 源 を活 用 した学 び

の場 を創 出 （防 災 公 園 の農 業 体 験防 災 公 園 の農 業 体 験防 災 公 園 の農 業 体 験防 災 公 園 の農 業 体 験 ）

事 例 ①

地域連携の立ち上げとなった事例地域連携の立ち上げとなった事例地域連携の立ち上げとなった事例地域連携の立ち上げとなった事例

【柏 市 立 酒 井 根 東 小 学 校 】

活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント

動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的

活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的

＜教育ミニ集会のチラシ＞



・教 員 の負 担 軽 減負 担 軽 減負 担 軽 減負 担 軽 減 （地 域 の方 が講 師 となることで，生 徒 をよく把 握 ）

・児 童 の学 びが豊 かになる児 童 の学 びが豊 かになる児 童 の学 びが豊 かになる児 童 の学 びが豊 かになるとともに生 きるために役 立 つ学 びになる

・児 童 に社 会 とのつながりを見 出 し，地 域 の活 性 化地 域 の活 性 化地 域 の活 性 化地 域 の活 性 化 が図 れる。

・担 任 レベルの教 員 の学 び教 員 の学 び教 員 の学 び教 員 の学 びにつながる。

・地 域 の民 生 委 員 とのコラボレーション・地 域 の民 生 委 員 とのコラボレーション・地 域 の民 生 委 員 とのコラボレーション・地 域 の民 生 委 員 とのコラボレーション

⇒学 校 に来 れない児 童 の増 加 による担 任 の負 担 を改 善 するため，民 生

委 員 の見 守 り（連 絡 及 び訪 問 ）の協 力 を依 頼 する。

・児 童 の社 会 教 育 としての地 域 貢 献

⇒子 どもたち（５・６年 生 ）に高 齢 者 宅 の朝 のゴミ出 し等 の手 伝 いをさ

せることで，地 域 のつながりを育 む。

・人 材 バンクの構 築・人 材 バンクの構 築・人 材 バンクの構 築・人 材 バンクの構 築

⇒それぞれのボランティアのリーダー（学 年 委 員 長 ，図 書 館 ，大 学 生 ，

防 災 公 園 ，防 犯 安 全 パトロール等 ）が，集 まり，情 報 共 有 して，必 要

に応 じた人 材 を集 められるシステム化 を検 討 している。

・今 後 について・今 後 について・今 後 について・今 後 について

⇒ＰＴＡや教 員 は，卒 業 や異 動 により，人 が変 わっていくので，その課

題 を解 消 するために，将 来 的 には，歴 史 を引 き継 げる人歴 史 を引 き継 げる人歴 史 を引 き継 げる人歴 史 を引 き継 げる人 （例 ：地 域 の

おやじの会 等 ）に運 営 を任 せていきたい。

⇒地 域 が求 めているのは若 い世 代若 い世 代若 い世 代若 い世 代 ，もっとＰＴＡを巻 き込 んでいきたい

と考 えている。

地 域 にチラシを配 付

（コンビニ等 や回 覧 板 ）

地 域 連 携 事 業 の実 現

（図 書 館 開 放 ）

活 動 の成 果活 動 の成 果活 動 の成 果活 動 の成 果

今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題

教 育 ミニ集 会 の実 施

（100 人 近 くの参 加 ）

【図 書 館 の朝 開 放 までの流 れ】



・くるるセミナー

⇒くるる花 育 ガーデン，くるる合 唱 団 ，放 課 後 学 習 アドバイザー（放 課

後 子 ども教 室 ）等

・地 域 住 民 の高 齢 化 ・孤 立 化 ，児 童 数 減 少 ，地 域 と学 校 の関 係 が希

薄 化 という地 域 課 題 が存 在 。

・平 成 26 年 ，生 涯 学 習 を通 じて地 域 住 民 の間 につながりを作 り，高

齢 者 の社 会 参 加 を促 すことを目 的 としたセミナーが始 まる。

・参 加 者 から自 主 活 動 グループが誕 生 し，地 域 課 題 の解 決 を目 指 し，

活 動 を始 め，その一 環 として学 校 との連 携 が始 まった。

・生 涯 学 習 セミナーから派 生 した活 動 グループが多 岐 に存 在 し，様 々

な方 面 で活 動 が展 開 されている。

・元 々は一 つのグループであるため，地 域 の窓 口 が一 本 化 されている。

・学 校 の花 壇 の整 備 活 動 では，学 校 との打 ち合 わせは，年 度 始 めの打

ち合 わせのみであり，あとは年 間 を通 して，活 動 グループが自 由 に敷

地 内 に出 入 りし，自 主 的 にボランティアを行 っている。

・花 壇 の整 理 のみならず，児 童 の生 活 科 授 業 や委 員 会 活 動 では，講 師

等 もつとめる。

事 例 ②

地域連携が地域連携が地域連携が地域連携が成長期にある成長期にある成長期にある成長期にある事例事例事例事例

【柏 市 立 柏 第 六 小 学 校 】

活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント

動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的

活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的

生 涯 学 習 セミナー

「くるるセミナー」

受 講

仲 間 づくり 地 域 貢 献

学 校 連 携地 域 参 加



・教 員 の負 担 軽 減負 担 軽 減負 担 軽 減負 担 軽 減

・窓 口 が一 本 化 で，多 くの打 ち合 わせを要 しないため，調 整 が図 りやす調 整 が図 りやす調 整 が図 りやす調 整 が図 りやす

いいいい。

・地 域 の活 性 化活 性 化活 性 化活 性 化 （活 動 者 がやりがいを持 っている）

・放 課 後 子 ども教 室 への協 力 による児 童 の学 力 向 上学 力 向 上学 力 向 上学 力 向 上

・地 域 側 も気 楽 に活 動 しているため，お互 いに負 担 がなくお互 いに負 担 がなくお互 いに負 担 がなくお互 いに負 担 がなくできている。

・複 数 の人 が講 師 を担 うことが多 いため，学 校 と地 域 の 教 育 方 針 に差教 育 方 針 に差教 育 方 針 に差教 育 方 針 に差

が生 まれてしまう。

・活 動 者 が主 に高 齢 なので，若 い人若 い人若 い人若 い人 を入 れていく必 要 がある。

・くるるの他 に，学 校 支 援 地 域 ボランティアやおやじの会 の活 動 も活 発

だが，団 体 間 の連 携団 体 間 の連 携団 体 間 の連 携団 体 間 の連 携 が進 んでいない。

・今 後 は，連 携 が生 まれてくると地 域 活 動 が発 展 する。

・今 後 は，ボランティアが学 校 へ来 るだけではなく，児 童 も地 域 活 動 に

参 加 していくのが理 想 。

年 度 初 めに窓 口 を

通 して打 ち合 わせ

活 動 の成 果活 動 の成 果活 動 の成 果活 動 の成 果

今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題

年 間 を通 して，活 動 者

が来 校 し，活 動 を展 開

【花 育 ガーデン会 と学 校 連 携 の流 れ】

地 域 連 携 事 業 の実 現

（花 を通 じた関 わり）



・ＴＣＮ（高 柳 地 域 ネットワーク）

⇒おやじの会 ，大 津 川 をきれいにする会 ，多 世 代 交 流 型 コミュニティー

（地 縁 のたまご），みんな集 まれやなぎの木

・高 柳 中 学 校 が荒 れていた時 期 に，地 域 全 体 で何 とかしようと いう目

的 の基 ，始 まる。

・地 域 と連 携 した様 々な団 体 が存 在 し，多 方 面 での事 業 が実 施 されて

いる。

・地 域 と学 校 の関 係 性 が密 であるため，日 常 の授 業 で地 域 の人 材 活 用日 常 の授 業 で地 域 の人 材 活 用日 常 の授 業 で地 域 の人 材 活 用日 常 の授 業 で地 域 の人 材 活 用

が図 れている。

・地 域 の窓 口窓 口窓 口窓 口 が一 本 化が一 本 化が一 本 化が一 本 化 されている。

・地 域 側 で主 体 的 に動 いている。

・行 事 においては，常 に地 域 と学 校 がセット行 事 においては，常 に地 域 と学 校 がセット行 事 においては，常 に地 域 と学 校 がセット行 事 においては，常 に地 域 と学 校 がセットになっている。

・地 域 行 事 が多 く，子 供 にとって良 い経 験 の機 会 となっている。

事 例 ③

地域連携が成熟している事例地域連携が成熟している事例地域連携が成熟している事例地域連携が成熟している事例

【柏 市 立 高 柳 小 学 校 】

活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント活 動 における工 夫 やポイント

動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的動 概 要 ・目 的

活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的活 動 概 要 ・目 的

ＴＣＮ

（高 柳 地 域 ネットワーク）

地 縁 のたまご

おやじの会

大津川を
きれいにする会

みんな集まれ
やなぎの木



・子 供 にボランティア精 神ボランティア精 神ボランティア精 神ボランティア精 神 が根 付 いている（川 のゴミ拾 いも当 然 の行 事

としてとらえられる）。

・子 供 が素 直素 直素 直素 直 に育 っており，地 域 貢 献 としてお年 寄 りとのふれ合 いの

会 も実 施 しているため，地 域 内 の高 齢 者 とも親 しい（地 域 活 性 化 ）。

・教 員 の負 担 軽 減負 担 軽 減負 担 軽 減負 担 軽 減

・地 域 活 動 は成 熟 しており，地 盤 はできているものの，現 在 の活 動 者

が高 齢 化 しており，後 継 者 が育 っていないため ，世 代 交 代世 代 交 代世 代 交 代世 代 交 代 が大 きな課

題 となっている。

・多 くの団 体 が存 在 しているが，思 惑 はそれぞれ異 なる思 惑 はそれぞれ異 なる思 惑 はそれぞれ異 なる思 惑 はそれぞれ異 なるので，学 校 だけ

で 決 め ら れ る こ と が 少 な い （ 学 校 と し て 変 え た い こ と を 変 え ら れ な

い）。

・団 体 ごとの地 域 行 事 が多 く，休 日 出 勤 等 により教 員 の負 担教 員 の負 担教 員 の負 担教 員 の負 担 となって

いるため，学 校 としては集 約 できると良 い。

・団 体 ，活 動 をコーディネートできる人コーディネートできる人コーディネートできる人コーディネートできる人 がいると良 い（地 域 側 の体 制 の

確 立 ）。

・学 校 の教 員 は人 事 異 動 もあるため，地 域 と学 校 の間 を取 り持 つ組 織

的 な も の や 地 域 連 携 の 担 当 職 員 が い る と 良 い （ 学 校 側 の 担 当 の 確

立 ）。

地 域 の窓 口 を担 う方

に連 絡 ・依 頼

地 域 連 携 事 業 の実 現

（授 業 支 援 ）

活 動 の成 果活 動 の成 果活 動 の成 果活 動 の成 果

今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題今 後 の展 望 ・課 題

窓 口 の方 が，各 団 体 を

通 じて地 域 に声 かけ

【ミシンボランティアによる授 業 支 援 の例 】


